




















































































に関する学習困難性の可能性を示す (5 章)． 
 























る．Parzysz (1988) は，figure を，「それを定





の 2 次元の表現を drawing ，3 次元の表現
を model と呼ぶ． 
図形と図という二つの語がわが国の学校
数学，特に中学校で用いられることからす






















図 1 では，図形 (figure) から下に離れた
表現ほど情報の欠落が大きいことを示して
いる．例えば， 2 次元の図形では，図 
(drawing) による表現は，さほど情報の欠落

















































































































































集まる平面角の和（図 4 ならば 90°+ 90°+ 
90°＝ 270°）として立体角の大きさを考え
ることができそうである．しかし，この考














































右の図(下図)の角は，1 点 O を端

















直線 l が平面 P と点 O で交わり，
Oを通る P上のすべての直線と垂
直であるとき，直線 l と平面 P は
垂直であるといい，l⊥P と書く．
このとき，直線 l を平面 P の垂線
という．(p.188) 
 
直線 l が平面 P と点 O で交わ
り，O を通る P 上の 2 直線と垂







2 平面 P，Q が交わるとき，その交
線 l 上に点 A をとり，右の図(下
図)のように， 
P 上に AB⊥l 
Q 上に AC⊥l 
となる半直線 AB，AC を引く．こ

























































(1) 問題 1 の考察 

















① 平面角：平面 BDE 上にできる線分 BE
と DE からなる角 
② 直面角：線分 BE (or DE)と面 AEHD (or 
ABFE) がつくる角 
③ 二面角：面 ABFE と面 AEHD がつくる
角 
























(2) 問題 2 の考察 

















(ア)  直面角：線分 HA と面 ABCD からな
る角 
(イ)  二面角：面 ABCD と面 ABGH からな
る角（これは面を考えた生徒のみ） 
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